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「審査支払機関の在り方に関する検討会」
座長 森田 朗 東京大学大学院教授

インタービュー （社会保険旬報2010-11-11）

韓国の健康保険審査評価院を視察（10月）した。日本は、

紙の請求情報をオンラインで送り、画面で審査している。
韓国のようにコンピュータで審査する段階に至っていない。
なぜ韓国では可能で、日本はできないのか。できない理由
は何か、どうすれば実現するか検討の要がある。
韓国は電子請求普及率は100%。その85%はコンピュータ

チェック、15%が人による審査。申請は随時受け入れてい

る。 日本に馴染むかどうか分からないが、技術的には可
能のはずだ。

当初はコストがかかるものの、将来的には極めて効率的
な仕組みと思う。医療機関側の意見を聞きながら慎重に
進める必要がある。
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保医発 0326 第 3 号  
平成 22 年 3 月 26 日 

 
「 診療報酬請求書等の記載要領について」 等の一部改正について  

 
題記について、「 診療報酬の算定方法の一部を改正する件」（ 平成 22 年告示第 69 号） 等が交付さ れ、 平成 22 年

4 月 1 日より 適用さ れるに伴い、 下記に通知の一部を改正するのでその取り 扱いに遺漏のないよう 貴下の保険医

療機関および審査機関に対し て、 周知徹底を図ら れたい。  
 
別添１  
別紙１ 104 ページ  

「 診療報酬請求書等の記載要領について」（ 昭和 51 年 8 月 7 日保険発第 82 号）  
診療報酬請求書等の記載要領（ 医科）  

Ⅰ 一般事項 
Ⅱ 診療報酬請求書および診療報酬明細書の記載要領 

第１  診療報酬請求書に関する事項（ 様式第 1(1)）  
第２  診療報酬請求書（ 医科入院外） に関する事項（ 様式第 1(2)）  
第２ の２  診療報酬請求書（ 医科・ 歯科） に関する事項（ 様式第 8）  
第３  診療報酬明細書の記載要領（ 様式第 2）  

１  診療報酬明細書の記載要領に関する一般事項 
   ２  診療報酬明細書の記載要領に関する事項 （ 48 ページ）  

レセプト記載要領
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Ⅲ 歯科の請求書明細書 
第１  診療報酬請求書の記載要領（ 様式第 1 の 1）  
第２  診療報酬請求書の記載要領（ 様式第 1(3)）  
第２ の２  診療報酬請求書の記載要領（ 様式第 8）  
第３  診療報酬明細書の記載要領（ 様式第 3）  

１  診療報酬明細書の記載要領に関する一般事項 
   ２  診療報酬明細書の記載要領に関する事項 （ 25 ページ）  
Ⅳ 調剤報酬請求書および調剤報酬明細書に関する事項 

第１  調剤報酬請求書に関する事項（ 様式第４ ）  
第１ の２  調剤報酬請求書に関する事項（ 様式第８ ）  
第２  調剤報酬明細書の記載要領（ 様式第５ ）  

１  調剤報酬明細書の記載要領に関する一般事項 
２  調剤報酬明細書に関する事項 12 ページ  

別紙２  診療録等の記載上の注意事項（ 処方せんを含む）  17 ページ   
別添２  ７ ページ  

「 厚生大臣が定める病院の診療報酬請求書等の記載要領について」 DPC 
（ 平成 18 年 3 月 30 日保医発第 0330007 号）  

 診療報酬明細書(様式第 10 )の記載要領 ７ ページ  
別添３  22 ページ  

「 訪問看護療養費請求書等の記載要領について」  
（ 平成 18 年 3 月 30 日保医発第 0330008 号 ）  
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レセプト
記載要
領の一
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レセプトの原型
現場の省力装置

紙レセプトの電子伝送V1

1983年電算化率
9.4%(医数)

20.7%(件数)
Ｈ病院 入 東○陽○ 070529 薬剤 640406137 33 バソレーター注５０ｍｇ　１００ｍＬ 3509 1 351 1 351
Ｈ病院 入 東○陽○ 070529 薬剤 620003100 33 ヘパリンナトリウム注Ｎ「味の素」　１，０００単位 54 1 5 1 5
Ｈ病院 入 東○陽○ 070529 薬剤 642170009 33 ペルサンチン注射液　０．５％２ｍＬ 64 10 64 1 64
Ｈ病院 入 東○陽○ 070529 薬剤 620003707 33 塩酸ジルチアゼム注射用１０「日医工」　１０ｍｇ 173 2 35 1 35
Ｈ病院 入 東○陽○ 070529 薬剤 620000338 33 ラ ジストミン注射液１０ｍｇ　１０ｍＬ 383 10 383 1 383
Ｈ病院 入 東○陽○ 070529 薬剤 640408044 33 新鮮凍結血漿「日赤」　１６０ｍＬ 11583 5 5791 1 5791
Ｈ病院 入 東○陽○ 070529 診療 G005200 33 中心静脈注射用カ テーテル挿入 0 1 0
Ｈ病院 入 東○陽○ 070529 診療 G000006 33 精密持続点滴注射 0 1 0
Ｈ病院 入 東○陽○ 070529 材料 710010005 33 中心静脈用カテーテル（標準・シングルルーメン・セルジンガー型） 8870 1 887 1 887
Ｈ病院 入 東○陽○ 070529 診療 J024000 40 酸素吸入 65 1 65
Ｈ病院 入 東○陽○ 070529 材料 770020070 40 酸素（補正率１．３（１気圧）） 30 1440 56 1 56
Ｈ病院 入 東○陽○ 070529 薬剤 646340316 50 白血球除去赤血球「日赤」　４００ｍＬ 16005 7 11204 1 11204

Ｈ病院 入 東○陽○ 070529 薬剤 646340295 50 濃厚血小板「日赤」　１０単位約２００ｍＬ 76812 1 7681 1 7681
Ｈ病院 入 東○陽○ 070529 薬剤 646340316 50 白血球除去赤血球「日赤」　４００ｍＬ 16005 1 1600 1 1600
Ｈ病院 入 東○陽○ 070529 薬剤 661210005 50 キシロカインゼリー　２％ 8.8 3 3 1 3
Ｈ病院 入 東○陽○ 070529 薬剤 620003099 50 ヘパリンナトリウム注「味の素」　１，０００単位 54 20 108 1 108
Ｈ病院 入 東○陽○ 070529 薬剤 643310329 50 ラ クトリンゲル液″フソー″　１Ｌ 250 2 50 1 50
Ｈ病院 入 東○陽○ 070529 薬剤 643310389 50 ラクテックＤ注　５００ｍＬ 128 1 13 1 13
Ｈ病院 入 東○陽○ 070529 薬剤 620002577 50 Ｋ．Ｃ．Ｌ．点滴液１５％　２０ｍＬ 108 2 22 1 22
Ｈ病院 入 東○陽○ 070529 薬剤 620002471 50 カ ーミパック生理食塩液Ｌ　１．５Ｌ 203 1 20 1 20
Ｈ病院 入 東○陽○ 070529 薬剤 620002398 50 マンニットＴ１５　１５％５００ｍＬ 402 1 40 1 40

データ処理可能な電子レセプトV2

レセプトは原則オンラインの時代
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データ処理可能な
電子レセプト実現策
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 システムをスルーする「スルーコード」の実現。
通常の情報処理システムでは｢スルーコード｣が当然。

 紙レセプト指向の現電子レセプトのコードは
「計算用コード」であって、システムをスルーし
ない。

そのためにデータ処理に適さない。



コード 分類 区分 名称 点数 回数

11 * 初診料 111000110 SI 11 初診料（270点）

6歳未満加算 342 × 1 111000370 SI 6歳未満加算（72点） 342 1

21 * タチオン100mg　6錠 613920056 IY 21 タチオン100mg　6錠

アトミラート200mg 6錠 612180011 IY アトミラート200mg 6錠

パンピオチン60 6錠 21 × 7 613130240 IY パンピオチン60 6錠 21 7

50 * 子宮悪性腫瘍手術 150217710 SI 50 子宮悪性腫瘍手術(39000点）

時間外加算 54600 × 1 150000490 SI 時間外加算(40%) 54600 1

医療材料A(56000円 ) 729130000 TO 医療材料A(56000円 )

医療材料B（78５円） 5679 × 1 738910000 TO 医療材料B（78５円） 5679 1

60 * PTH 160033610 SI 60 PTH

12-KGS 160033310 SI 12-KGS

ACTH 410 × 1 160034210 SI ACTH 410 1

摘要欄

一連編集の電子レセプト（現状）紙レセプト
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紙レセプトと同一形式の電子レセプト

医科



コード 分類 区分 名称 点数 回数

111000110 SI 11 初診料（270点）

111000370 SI 6歳未満加算（72点） 342 1

613920056 IY 21 タチオン100mg　6錠

612180011 IY アトミラート200mg 6錠

613130240 IY パンピオチン60 6錠 21 7 　 　

150217710 SI 50 子宮悪性腫瘍手術(39000点）

150000490 SI 時間外加算(40%) 54600 1

729130000 TO 医療材料A(56000円 )  

738910000 TO 医療材料B（78５円） 5679 1

160033610 SI 60 PTH

160033310 SI 12-KGS

160034210 SI ACTH 410 1

一連編集の電子レセプト（現状）
コード 分類 区分 名称 点数 回数 実施日

A0000020 SY 11 初診料（6歳未満） 342 1 20100801

613920056 IY 21 タチオン１００mg(18.7円) 11 7 20100810

612180011 IY 21 アトミラート２００mg（9.2円） 6 7 20100810

613130240 IY 21 パンピオチン　６０mg（6.4円）　 4 7 20100810

K87900001 SI 50 子宮悪性腫瘍手術(時間外） 54600 1 20100825

729130000 TO 50 医療材料A(56000円 ) 5600 1 20100825

738910000 TO 50 医療材料B（78５円） 79 1 20100825

D008215 SI 60 PTH 190 1 20100825

D008220 SI 60 12-KGS 200 1 20100825

D008222 SI 60 ACTH 220 1 20100825

D008238 SI 60 内分泌検査まるめ差額 -200 1 20100825

データ分析可能な1行単位の電子レセプト（改善案）

スルーコードによるデータの1行化

計算
コード

スルー
コード



医科、歯科、調剤の試案実現済み（計５万件）
H20試行、H22対応 http://yuhan.jp/ 公開

・システムの簡素化、点数改正時のコスト最小化

・推定200億円のPR改造がスルーコード交換に

・診療報酬点数表とシステムの一体化
2010/11/22 11

計算コード 分類 区分 名称 点数 回数 スルーコード 名称 点数 回数

111000110 SI 11 初診料(270点) A0000020 SI 初診料6歳未満) 342 1
111000370 6歳未満加算(72点) 342 1

150217710 SI 50 子宮悪性腫瘍手術(39000) K87900001 SI 子宮悪性腫瘍手術(時間外） 54600 1
150000490 時間外加算（40%） 54600 1

スルーコードの新設

「請求ごとの加算計算」を「事前に1回」実施
し、その結果にコード付与→｢スルーコード｣

http://yuhan.jp/�


人工呼吸
30分まで242点
30分を超えて5時間までの場合

30分をまたはその端数を増すごとに
50点を加算して得た点数

5時間を超えた場合 819点 242点

819点

f(50点、30分）

5時間

現状

人工呼吸 （スルーコード）

30分まで 242点 nnnnn1
60分まで 292点 nnnnn2
90分まで 342点 nnnnn3

・
・

5時間超え 819点 nnnnnn

5時間

819点

242点

342点

292点

提案

人工呼吸の請求
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計算用コード 名称 点数 きざみ値 きざみ点数

140009310 人工呼吸 242 30 50
140023510 人工呼吸（5時間超） 819

スルーコード 名称 点数
J045000 人工呼吸（30分まで） 242
J045001 人工呼吸（30分を超えて60分まで） 292
J045002 人工呼吸（６０分を超えて９０分まで） 342
J045003 人工呼吸（９０分を超えて１２０分まで） 392

・ ・
・ ・
・ ・

J045010 人工呼吸（5時間超） 819

人工呼吸

計算コード

スルーコード
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入院料の請求

（入院基本料1555点）+（入院日より14日目加算450点）=2005点 

（入院基本料1555点）+入院日より15～30日加算192点）= 1747点 

14日 30日

450点
192点

入院基本料1555点

現状

14日 30日

入院料1555点

入
院
料

2
0
0
5
点

入
院
料

1
7
4
7
点

提案
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計算用コード 名称 点数
190117710 一般病棟入院基本料 1555
190079470 一般病棟入院期間加算(14日以内) 450
197779670 一般病棟入院期間加算(1５日以上30日以内) 192

スルーコード 名称 点数
A1000010 一般病棟入院料（14日内） 2005
A1000020 一般病棟入院料(15日以上30日以内) 1747
A1000030 一般病棟入院料（30日超） 1555

入院料

計算コード

スルーコード
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スルーコードの一般式

請求点数＝基本点数+Σ注加算（1+２+３)+Σ通則加算（1+２+３)

FS：ファイバースコピー

スルーコード 点数
D302000 2500 気管支FS 2500
D30200005 2250 気管支FS 2500 月2回目以降 -250
D30200010 4000 気管支FS 2500 新生児 1500
D30200015 3600 気管支FS 2500 月2回目以降 -250 新生児 1350
D30200060 3250 気管支FS 2500 3歳未満 750
D30200065 2925 気管支FS 2500 月2回目以降 -250 3歳未満 675
D302001 2700 気管支FS 2500 気管支肺胞洗浄法 200
D30200105 2430 気管支FS 2500 気管支肺胞洗浄法 200 月2回目以降 -270
D30200110 4320 気管支FS 2500 気管支肺胞洗浄法 200 新生児 1620
D30200115 3888 気管支FS 2500 気管支肺胞洗浄法 200 月2回目以降 -270 新生児 1458
D30200160 3510 気管支FS 2500 気管支肺胞洗浄法 200 3歳未満 810
D30200165 3159 気管支FS 2500 気管支肺胞洗浄法 200 月2回目以降 -270 3歳未満 729

基本点数 注加算１ 通則加算１ 通則加算２

－（基本点数+注加算１）×0.1
（基本点数＋注加算１＋通則加算１）×0.6、0.3



スルーコード 名称 点数
D302000 気管支FS 2500
D30200005 気管支FS(月2回目以降 ) 2250
D30200010 気管支FS（新生児） 4000
D30200015 気管支FS（新生児、月2回目以降） 3600
D30200060 気管支FS（3歳未満） 3250
D30200065 気管支FS（3歳未満、月2回目以降） 2925
D302001 気管支FS（気管支肺胞洗浄法併施） 2700
D30200105 気管支FS（気管支肺胞洗浄法併施、月2回目以降 ) 2430
D30200110 気管支FS（気管支肺胞洗浄法併施、新生児） 4320
D30200115 気管支FS（気管支肺胞洗浄法併施、新生児、月2回目以降） 3888
D30200160 気管支FS（気管支肺胞洗浄法併施、3歳未満） 3510
D30200165 気管支FS（気管支肺胞洗浄法併施、3歳未満、月2回目以降） 3159

計算用コード 名称 点数
160092810 気管支FS 2500

月2回目以降減算 90%
160092970 気管支肺胞洗浄法併施加算 200
160155290 新生児加算 60%
160155390 3歳未満加算 30%

気管支ファイバースコピー

計算コード

スルーコード
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医科 歯科 調剤
初診 16 63 -
再診 81 163 -
入院 789 0 -
医学管理 135 62 -
検査 3,338 29 -
画像診断 739 444 -
投薬 27 27 -
注射 56 37 -
在宅医療 229 81 -
リハビリテーション 38 18 -
精神科専門療法 57 - -
処置 1,583 929 -
手術 31,657 4,541 -
麻酔 3,431 105 -
放射線治療 78 64 -
歯冠修復欠損補綴 - 680 -
歯科矯正 - 131 -
病理診断 21 3 -
調剤技術料 - - 704
薬剤管理料 - - 29
計 42,275 7,377 733
現在のコード件数 5,600 1,175 70

試行で実現したスルーコード件数
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薬剤、材料コードは算定単位変更で

「計算コード」が「スルーコード」に

薬剤算定：「剤」単位を「薬剤」単位に

2010/11/22 19

歳未満 算（ 点）

613920056 IY 21 タチオン100mg　6錠 613920056 IY 21 タチオン１００mg(18.7円) 11 7 A 20100810

612180011 IY アトミラート200mg 6錠 612180011 IY 21 アトミラート２００mg（9.2円） 6 7 A 20100810

613130240 IY パンピオチン60 6錠 21 7 613130240 IY 21 パンピオチン　６０mg（6.4円）　 4 7 A 20100810

  　

 

 　 　

729130000 TO 医療材料A(56000円 ) 729130000 TO 50 医療材料A(56000円 ) 5600 1 B 20100825

738910000 TO 医療材料B（78５円） 5679 1 738910000 TO 50 医療材料B（78５円） 79 1 B 20100825

医療材料：「一連の手術」単位を「銘柄」単位に



３．検体検査は差額表示でスルーコード化

差額=包括点数 ー ∑(項目点数)
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60033610 SI 60 PTH D008215 SI 60 PTH 190 1 B 20100825

60033310 SI 12-KGS D008220 SI 60 12-KGS 200 1 B 20100825

60034210 SI ACTH 410 1 D008222 SI 60 ACTH 220 1 B 20100825

D008238 SI 60 内分泌検査まるめ差額 -200 1 B 20100825

効果:包括算定の検体検査も統計に



医科（出来高・DPC）・歯科・調剤に共通で
データ処理可能な1行単位のレセプト様式(案)
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医療機関 入外 患者 診療日 レセＮＯ 行為・薬材 コード 診療識別 名称 単価 数量 単位点数 回数 合計
Ｈ病院 外 ○葉○○ 30 5 診療 A001000 12 再診（診療所） 71 1 71
Ｈ病院 外 ○葉○○ 30 5 診療 A001005 12 外来管理加算 52 1 52
Ｈ病院 外 ○葉○○ 30 5 診療 F400001 80 処方せん料（その他） 68 1 68
Sクリニック 外 ○亨○○ 4 30 診療 A001000 12 再診（診療所） 71 1 71
Sクリニック 外 ○亨○○ 4 30 診療 A001005 12 外来管理加算 52 1 52
Sクリニック 外 ○亨○○ 4 30 診療 B000000 13 特定疾患療養管理料（診療所） 225 1 225
Sクリニック 外 ○亨○○ 4 30 診療 F400001 80 処方せん料（その他） 68 1 68
Sクリニック 外 ○亨○○ 4 30 診療 F400003 80 長期投薬加算（処方せん料） 65 1 65
Ｈ病院 外 ○亨○○ 21 6 診療 A000000 11 初診 270 1 270
Ｈ病院 外 ○亨○○ 21 6 診療 A000003 11 電子化加算 3 1 3
Ｈ病院 外 ○亨○○ 21 6 診療 A001000 12 再診（診療所） 71 1 71
Ｈ病院 外 ○亨○○ 21 6 診療 A001005 12 外来管理加算 52 1 52
Ｈ病院 外 ○亨○○ 21 6 診療 F400001 80 処方せん料（その他） 68 2 136
Sクリニック 外 ○○栄○ 6 40 診療 A001000 12 再診（診療所） 71 2 142
Sクリニック 外 ○○栄○ 6 40 診療 A001005 12 外来管理加算 52 2 104
Sクリニック 外 ○○栄○ 6 40 診療 B000000 13 特定疾患療養管理料（診療所） 225 1 225
Sクリニック 外 ○○栄○ 6 40 診療 D007105 60 クレアチニン 11 1 11
Sクリニック 外 ○○栄○ 6 40 診療 D007106 60 ＵＡ 11 1 11
Sクリニック 外 ○○栄○ 6 40 診療 D007117 60 ＬＤＨ(グルコース) 11 1 11
Sクリニック 外 ○○栄○ 6 40 診療 D007109 60 γ－ＧＴＰ 11 1 11
Sクリニック 外 ○○栄○ 6 40 診療 D007123 60 ＣＰＫ 11 1 11
Sクリニック 外 ○○栄○ 6 40 診療 D007110 60 ＴＧ 11 1 11
Sクリニック 外 ○○栄○ 6 40 診療 D007132 60 ＨＤＬ－Ｃｈ 17 1 17
Sクリニック 外 ○○栄○ 6 40 診療 D007138 60 ＬＤＬ－コレステロール 18 1 18
Sクリニック 外 ○○栄○ 6 40 診療 D007136 60 ＧＯＴ 17 1 17
Sクリニック 外 ○○栄○ 6 40 診療 D007137 60 ＧＰＴ 17 1 17
Sクリニック 外 ○○栄○ 6 40 診療 D007342 60 生化１まるめ差額（１０項目以上129点） -6 1 -6
Sクリニック 外 ○○栄○ 6 40 診療 D012100 60 梅毒脂質抗原 15 1 15
Sクリニック 外 ○○栄○ 6 40 診療 D012104 60 ＴＰＨＡ 32 1 32
Sクリニック 外 ○○栄○ 6 40 診療 D013000 60 ＨＢｓ抗原 29 1 29
Sクリニック 外 ○○栄○ 6 40 診療 D013006 60 ＨＣＶ抗体価精密 120 1 120
Sクリニック 外 ○○栄○ 6 40 診療 D026002 60 生化学的検査（１）判断料 144 1 144
Sクリニック 外 ○○栄○ 6 40 診療 D026004 60 免疫学的検査判断料 144 1 144
Sクリニック 外 ○○栄○ 6 40 診療 D400000 60 Ｂ－Ｖ 11 1 11
Sクリニック 外 ○○栄○ 6 40 診療 F400001 80 処方せん料（その他） 68 1 68
Sクリニック 外 ○○栄○ 6 40 診療 F400003 80 長期投薬加算（処方せん料） 65 1 65
Sクリニック 外 ○門長○ 8 32 診療 A001000 12 再診（診療所） 71 1 71
Sクリニック 外 ○門長○ 8 32 診療 A001005 12 外来管理加算 52 1 52
Sクリニック 外 ○門長○ 8 32 診療 B000000 13 特定疾患療養管理料（診療所） 225 1 225
Sクリニック 外 ○門長○ 8 32 診療 F400001 80 処方せん料（その他） 68 1 68
Sクリニック 外 ○門長○ 8 32 診療 F400002 80 特定疾患処方管理加算（処方せん料） 18 1 18

医科・歯科・調剤、入院（出来高・DPC）、外来の共通電子レセプトの診療行為記録（案）
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診療 薬剤 材料 総計

102,660 37,956 372,974 513,590
(20.0%) (7.4%) (72.6%) (100.0%)

1 ペースメーカ（デュアルチャンバ（４型）） 127,000 127,000
2 生体弁 96,700 96,700
3 弁置換術（１弁） 57,000 57,000
4 ペースメーカリード 40,600 40,600
5 人工心肺回路 40,281 40,281
6 人工心肺（初日） 24,500 24,500
7 人工肺 17,400 17,400
8 リード 15,800 15,800
9 白血球除去赤血球「日赤」　４００ｍＬ 12,804 12,804

10 遠心ポンプ 8,770 8,770
11 ベリプラストＰ　コンビセット　５ｍＬ２キット 8,354 8,354
12 濃厚血小板「日赤」　１０単位約２００ｍＬ 7,681 7,681
13 ペースメーカー移植術（経静脈電極） 6,730 6,730
14 カニューレ 6,065 6,065
15 エドワーズ 5,400 5,400
16 初日補助循環併施加算 4,800 4,800
17 貯血槽 4,510 4,510
18 術中術後自己血回収術 4,500 4,500
19 人工血管 3,720 3,720
20 保存血液輸血（２０００ＭＬ、２回目以降） 3,500 3,500
21 留置カテーテル 2,124 2,124
22 トラジロール５万単位　５０，０００単位 2,072 2,072
23 埋め込みワイヤー 1,838 1,838
24 ブレビブロック注１００ｍｇ　１０ｍＬ 1,629 1,629
25 アルブミナー２５％　５０ｍＬ 1,206 1,206
26 血管造影用シース(2)蛇行血管 1,164 1,164
27 シースイントロデューサ 872 872
28 保存血液輸血（４００ＭＬ、２回目以降） 700 700

名称

合計

大動脈弁閉鎖不全症、弁置換術で25日入院のレセプト例(1)
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29 オイパロミン３７０シリンジ　７５．５２％８０ｍＬ 591 591
30 ミルリノン注１０ｍｇ「タカタ」　１０ｍＬ 549 549
31 保存血液輸血（２００ＭＬ、１回目） 450 450
32 ベンドカテーテル 414 414
33 １％プロポフォール注「マルイシ」　５００ｍｇ５０ｍＬ 364 364
34 マスキュレート静注用１０ｍｇ 308 308
35 硫酸プロタミン注射液　１％ 293 293
36 フェンタニル注射液０．１ｍｇ「三共」　０．００５％２ｍＬ 250 250
37 セボフレン　３０ＭL 235 235
38 不規則抗体検査 200 200
39 間接クームス検査 160 160
40 ヘモスタット 159 159
41 セボフレン 157 157
42 バソレーター注５ｍｇ　１０ｍＬ 142 142
43 １％プロポフォール注「マルイシ」　２００ｍｇ２０ｍＬ 120 120
44 血液交叉試験 120 120
45 ヘパリンナトリウム注「味の素」　１，０００単位 113 113
46 プロポフォール注１％「Ｆ」　２００ｍｇ２０ｍＬ 109 109
47 ヘパリンナトリウム注Ｎ「味の素」　１，０００単位 108 108
48 メイロン８４　８．４％２５０ｍＬ 84 84
49 酸素（補正率１．３（１気圧）） 82 82
50 ヴィーンＦ注　５００ｍＬ 79 79
51 膀胱留置カテーテル 73 73
52 ラクトリンゲル液″フソー″　１Ｌ 50 50
53 注射用ビクシリンＳ５００　５００ｍｇ 49 49
54 マンニットＴ１５　１５％５００ｍＬ 40 40
55 ラジストミン注射液２ｍｇ　２ｍＬ 40 40
56 静注用キシロカイン２％　５ｍＬ 39 39
57 リカバリン注１０００ｍｇ　１０％１０ｍＬ 38 38
58 カルチコール注射液８．５％１０ｍＬ 36 36

大動脈弁閉鎖不全症、弁置換術で25日入院のレセプト例(2)
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大動脈弁閉鎖不全症、弁置換術で25日入院の点数

手 術：51,359点(73.2%)

医療材料：383,294点(54.6%)
診療費 ：260.910点(37.2%)
薬 剤 ： 57.609点 (8.2％)

2010/11/22 25



レセプトを「自然現象」として扱ってきた!!
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自然現象

変えることができない

可能な処理の範囲で活用

研究により限界追及 協議による変更

必要な処理の実現

変えることができる

社会制度
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計画時（1983年）は手書き全盛時代
電算率 （9.4%  医数ベース）

データ処理には1行化、｢スルーコード｣が必要

四半世紀経過、原則オンライン時代（データ処理に期待）

電子レセプトは 4種の紙 レセプト形式に再現
（FAXイメージ） (V１)

｢スルーコード｣は実現可能

本格的電子レセプト (V２)

紙
ベ
ー
ス
の
規
定

諸規定の電
子ベース化

紙レセプトからの脱皮は可能
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紙レセプト規定の電子レセプト
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スルーコードは情報処理の常識ですが、

レセプトは常識外と決めつけていました。

レセプトでもスルーコードは実現します。

スルーコードを実現して通常と同様の情
報処理システムを実現しましょう。

ご静聴ありがとうございました。
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